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福祉見てある記62
熊本市教育委員会事務局
～スクールソーシャルワーカー活用事業～

　新型コロナウイルスが急激に落ち着いた10
月下旬、熊本市役所本庁舎横に位置するビル
を訪ねました。そこには、熊本市教育委員会
事務局があります。今回は、４階にある総合
支援課で、熊本市のスクールソーシャルワー
カー（以下、ＳＳＷ）活用事業について、課
長の川上敬士氏（写真真ん中）と指導主事の
田代博隆氏（写真左）にお話をうかがいまし
た。

　全国的にも、子どもたちを取り巻く環境
は、多様化、複雑化しています。学校では、
いじめや不登校等、様々な問題がみられま
す。このような問題を解決するために、熊本
市でも教育委員会を中心に取り組まれていま
す。
　総合支援課では、教育相談室、特別支援教
育室があり、生徒指導全般、いじめ・不登校
対策、教育相談全般、特別支援教育全般に関
する業務とともに、学校サポート班でＳＳＷ
活用事業が行われています。

１�．熊本市の教育方針とＳＳＷ活用事業の位
置づけ

　熊本市には、小学校92校、中学校42校、高
校２校、特別支援学校２校があり、児童生徒
数は61,845人（2021. ５現在）とのことです。

本研究所嘱託研究員　岡村ゆかり
（社会福祉学）

　熊本市教育振興基本計画（Ｒ２～Ｒ５年
度）では、「豊かな人生とよりよい社会を創
造するために、自ら考え、主体的に行動でき
る人を育む」という理念のもと、７つの「施
策の基本方針」が示されています（図１参
照）。その中の「（2）子ども一人ひとりを大
切にする教育の推進」にＳＳＷ活用事業は位
置づけられます。さらに、「重点的取組」の
一つとしても「（1）いのちを大切にする心の
教育の充実といじめや不登校への細やかな対
応」が掲げられ、ＳＳＷの充実等が取り上げ
られています。　

２．熊本市のＳＳＷ活用事業の概要
　ＳＳＷは、学校からの依頼を受けて、派遣
される仕組みになっています。
＜役割＞
　ＳＳＷには、①問題を抱える児童生徒が置
かれた環境への働きかけ、②関係機関等との
ネットワークの構築、連携・調整、③学校内
におけるチーム体制の構築、支援、④児童生
徒、保護者、教職員等に対する支援・相談・

図１　熊本市教育振興基本計画（Ｒ２～Ｒ５年度）

施 策 の 基 本 方 針

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進 （５）多彩な学習機会の提供と創造
①自ら学びに向かう力を育む教育の推進 ①学びの機会の提供と創造
②豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 ②生涯学習関連施設の機能充実
③持続可能な社会の実現に貢献する力を育む教育の推進 ③青少年の健全育成

（２）子ども一人ひとりを大切にする教育の推進 （６）豊かな市民生活を楽しむための文化の振興
①個別最適化された学びの推進 ①文化活動の推進
②多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 ②歴史的文化遺産の調査研究、保存整備と活用
③特別支援教育の推進 （７）生涯を通して健康に過ごすためのスポーツの振興
④体罰・暴言等の根絶 ①スポーツ機会の充実

（３）最適な教育環境の整備 ②競技力の向上
①地域社会と連携した教育環境の整備 ③スポーツ施設の設備・機能充実
②働き方改革の推進
③安全・安心な学校づくりの推進

（４）学校教育と福祉の連携の推進
①障がいへの理解の促進
②ライフステージに応じた継続的な支援の充実
③児童虐待への対応強化
④家庭環境に左右されない学習機会の充実

重 点 的 取 組

（１）いのちを大切にする心の教育の充実といじめや不登校への細やかな対応 （３）教員が子どもと向き合うための体制の整備
（２）確かな学力の向上と社会の変化に対応した教育の推進 （４）学習に集中できる教育環境づくりと安全対策の推進

熊本市教育振興基本計画（令和２～令和５年度） [熊本市教育大綱]

基 本 理 念

豊かな人生とよりよい社会を創造するために、自ら考え主体的に行動できる人を育む

熊本市教育振興基本計画体系図
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情報提供、⑤教職員等への研修活動等、と
いった役割があります。
＜配置状況＞
　熊本市では2008年度から配置が始まり、熊
本市がＳＳＷ活用事業の実施主体となったの
は2011年度からです。今年度の配置状況は次
の通りです。
◦ＳＳＷの人数
　16名（一人週４～５日の勤務）　
　〔内訳〕  男女比（１名：15名）、年代別（20

代１名、30代２名、40代９名、50代
２名、60代２名）、ＳＳＷ経験年数
別（１年目８名、２年目５名、４年
目２名、６年目１名）

◦ＳＳＷの資格
　社会福祉士、精神保健福祉士
◦ＳＳＷの体制
　前年度の不登校の状況等を踏まえ、「不登
校対策重点校」として６中学校区を指定し、
不登校対策に取り組まれています。そのうち
の３つの中学校をＳＳＷの拠点校とし、１人
１台のＰＣを設置した専用の部屋を設け、記
録の管理やチームで定例会等も行っているそ
うです。

＜2020年度の支援状況＞
　小学校では240件、中学校では299件の支援
が10名（年度当初は７名でスタート）のＳＳ
Ｗで行われました。具体的には、①不登校
362件、②いじめ、暴力行為、非行等の問題
行動66件、③友人・教職員等との関係の問題

（②を除く）109件、④児童虐待107件、⑤貧
困の問題54件、⑥家庭環境の問題（④、⑤を
除く）471件、⑦心身の健康・保健に関する

問題（②、④を除く）312件、⑧発達障害等
に関する問題415件でした（一人の児童生徒
で複数該当あり）。「家庭環境の問題」が最も
多かったそうです。

＜ＳＳＷ活用事業の課題等＞
　現在、ＳＳＷの新たな勤務形態や体制づく
りを考えたり、働き方改革の視点からも、一
人ひとりのＳＳＷが担当するケースの把握に
努め、負担過重とならないために学校からの
派遣依頼の受付やケース管理等を教育委員会
が主導で行うようにしたりと工夫されていま
す。
　ただ、学校からのＳＳＷ派遣依頼は年々増
加し、更なるＳＳＷ増員や、ＳＳＷの質の担
保等が課題となっているそうです。
　今後は、「ＳＳＷがチーム学校を構成する
大事なピースの一つとして、益々必要とされ
るように周知するとともに、増員に伴い未経
験者の割合が増えたことからも、さらなる研
修の充実を図るなど、熊本市のＳＳＷ全体の
スキルの向上にも努めていきたい。」という
ことでした。

訪問を終えて
　お話をうかがい、よりよい事業となるよう
一所懸命に取り組まれていることを感じると
ともに、教育現場において、社会福祉の視点
からの支援は、子どもや保護者、教員等か
ら、とても必要とされていると感じました。
　また、ＳＳＷには柔軟で幅広い視点やチー
ムで動く力等が重要になってくると思いまし
た。本学でも社会福祉士養成課程を基盤とし
たＳＳＷ養成が行われており、その強みを活
かした養成教育を行っていきたいと思います。

（人）

拠点校でのＳＳＷの様子

ＳＳＷの支援児童生徒数




